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議
会
に
提
出
さ
れ
た
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
町
政
史
上
最
大
の
99
億
８
６
０
０
万
円
で

す
。
そ
の
内
容
は
新
規
事
業
50
件
、
拡
充
事
業
35

件
及
び
継
続
事
業
45
件
の
１
３
０
事
業
と
な
り
ま

し
た
。
金
額
の
大
き
い
事
業
で
は
、
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
改
修
の
８
億
７
７
２
６
万
円
を
は
じ
め
、

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
４
億
９
３
２
０
万
円
、

高
木
橋
架
け
替
え
３
億
８
１
６
３
万
円
、
後
期
高

齢
者
医
療
運
営
３
億
５
０
７
９
万
円
、
保
育
所
管

理
運
営
３
億
２
８
１
８
万
円
や
児
童
手
当
支
給
３

億
２
５
０
０
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
借
金

返
済
の
公
債
費
は
10
億
円
を
超
え
ま
し
た
。
大
型

事
業
や
新
規
事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 令和 8 年度完成予定で、工事総事業費は

約 14 億円となります。令和 7 年度は、新
しい橋の添架を予定し工事を進めます。

令和 3・4 年度で行った二巡目の法定点検の点
検結果に基づき、橋りょう長寿命化修繕計画を
令和 5 年度に策定し、令和 6 年度に設計。計画
的に修繕を実施します。

みんなが誇りと満足感を抱ける「住みたい町、
元気な声がひびく町」の実現に向けて、10 年、
20 年後の将来あるべき姿等をデザインし、そ
の実現に向けてまちづくりを推進するものです。

２０５０ゼロカーボンの達成を目指し、地球温暖
化対策に資する施策の一環として、車両更新計画
に基づき、より環境負荷が低い軽電気自動車を新
たに購入します。

旧矢﨑商店の国登録有形文化財への登録を見据
え、建物の文化的価値を残しつつ、必要な耐震
性を持たせるための設計図や仕様書の作成（実
施設計）を進めます。

町政史上
８６００万円
町政史上
８６００万円

電気自動車購入事業 338万円

グランドデザイン策定事業 718万円 医王渡橋等改良事業 3,202万円

移住交流総合拠点整備 735万円

高木橋架け替え事業 3億8,163万円

保護者の経済的負担の軽減を目的に給食費の無償
化を実施します。未来を担う子どもたちの健やか
な成長を支え、家庭の負担を軽減することで、よ
り充実した学びの環境づくりを進めます。

環境負荷の低減と循環型社会の実現を目指し、家
庭から排出されるプラスチック資源物の分別収集
を推進します。持続可能な社会の構築に向け、適
正なリサイクルの促進と住民の意識向上を図り、
資源の有効活用を進めます。

地域の子どもたちが安心して過ごせる環境を整
えるため、居場所づくりを支援します。学び支
援や交流の場を提供することで、子どもたちが
健やかに成長できる地域づくりを進め、誰もが
安心して集える環境を整えます。

生後１か月の乳児を対象に健康診査を実施し、
早期の健康管理と保護者の育児不安の解消を図
ります。乳児の健やかな成長を見守るとともに、
必要な支援につなげることで、安心して子育て
ができる環境づくりを進めます。

令和７年度予算
最大の９９億
令和７年度予算
最大の９９億

　
歳
入
で
は
、
町
税
を
前
年
度
と
同
程
度
の
25
億

２
６
７
０
万
円
と
見
込
み
、
地
方
交
付
税
24
億

円
、
国
庫
支
出
金
10
億
４
４
３
１
万
円
、
県
支
出

金
４
億
４
１
４
９
万
円
と
し
、
足
り
な
い
財
源
を

基
金
繰
り
入
れ
６
億
６
１
４
７
万
円
と
町
債
12
億

２
５
８
０
万
円
に
求
め
て
い
ま
す
。
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
を
見
て
も
厳
し
い
予
算
で
す
。

　
討
論
で
は
、
イ
タ
リ
ア
と
の
交
流
は
、
文
化
・

経
済
な
ど
多
分
野
の
友
好
を
願
う
が
、
町
民
の
厳

し
い
生
活
状
況
を
考
え
、
派
手
に
な
ら
ず
必
要
最

小
限
の
人
員
で
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
討
論
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
資
源
物
収
集
が
開
始
さ
れ
る
が
、
分
別

化
に
よ
る
ご
み
の
資
源
化
と
減
量
化
が
進
む
こ
と

を
大
い
に
期
待
す
る
等
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

中学３年生給食費無償化事業 1,071万円 プラスチック資源物収集事業 782万円

こどもの居場所づくり支援事業 600万円 １か月児健康診査事業 59万9千円

令和７年度は、小ホール、エントラン
スホールや外壁の改修を行います。
令和８年３月完成予定です。

総合文化センター改修工事
8億7,726万円

新

新 新 新 新

新 新
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国
民
健
康
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
は
税
率
改
定
が
必
要
と
な
る
。
当

面
の
財
源
不
足
を
補
う
こ
と
を
基
本
に

県
の
「
保
険
料
水
準
の
統
一
化
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
及
び
県
か
ら
示
さ

れ
た
標
準
保
険
料
達
成
に
向
け
、「
資
産

割
の
廃
止
」「
応
益
割
の
平
準
化
」
に
向

け
た
取
り
組
み
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

来
年
度
、
平
均
2
・
63
％
引
き
上
げ
の

税
率
改
定
を
行
う
た
め
の
改
正
で
、
特

別
会
計
予
算
も
改
正
を
念
頭
に
組
み
立

て
ら
れ
て
い
る
。

反
対
討
論
　
元
々
高
す
ぎ
る
国
民
健
康

保
険
税
。
し
か
も
物
価
高
騰
で
更
な
る

負
担
増
を
被
保
険
者
に
課
す
べ
き
で
は

な
い
。
来
年
度
か
ら
は
納
期
を
12
期
か

ら
９
期
に
減
ら
す
こ
と
も
決
ま
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
負
担
感
が
増
す
。
今
回
の

税
率
改
定
は
、
資
産
が
な
い
世
帯
や
多

子
世
帯
の
負
担
が
大
幅
に
増
え
る
。

賛
成
討
論
　
資
産
割
の
廃
止
は
、
子
育

て
支
援
金
制
度
創
設
な
ど
の
関
係
で
、

仕
方
な
い
も
の
と
理
解
。
審
議
会
答
申

に
あ
る
激
変
緩
和
措
置
は
、
十
分
と
は

言
え
な
い
も
の
の
、
対
策
が
と
ら
れ
て

い
る
。
納
期
変
更
に
は
十
分
配
慮
し
て

進
め
て
ほ
し
い
こ
と
と
、
納
税
者
に
は

物
価
高
騰
対
策
の
支
援
な
ど
、
配
慮
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
町
の
国
保
制
度
を

維
持
す
る
た
め
に
は
や
む
を
得
な
い
と

考
え
る
。

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決
。

国
保
税
の
値
上
げ
を
可
決

来
年
度
の
国
保
特
別
会
計
予
算
も

ウォーター PPP ってなに？ R
６
年
度
の
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
導
入
で
賛
否　

R
９
年
度
以
降
の
下
水
道
管
改
修
工

事
に
対
す
る
国
庫
補
助
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

P
P
P
の
導
入
が
決
定
済
み
で
あ
る
こ

と
が
要
件
化
さ
れ
て
お
り
、
制
度
を
導

入
し
て
事
業
を
進
め
る
た
め
の
補
正
。

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
導
入
の
一
般
的

な
メ
リ
ッ
ト
は
、
人
材
不
足
に
よ
る
技

術
的
な
対
応
力
の
低
下
の
課
題
が
解
消

さ
れ
る
な
ど
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
一
斉

に
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
受
け
入
れ
業

者
が
確
保
で
き
る
か
懸
念
が
あ
る
。

反
対
討
論
　
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

公
共
性
が
高
い
た
め
、
民
間
事
業
者
の

参
入
に
は
反
対
。

賛
成
討
論
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
査
し
て
判

断
す
る
と
し
て
い
る
た
め
、
公
共
性
を

保
ち
な
が
ら
し
っ
か
り
と
し
た
調
査
を
。

ま
た
、
財
源
は
10
分
の
10
の
国
補
助
で

有
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決
。

議
員
が

注
目
の

議
案
！

40
議
案
を
審
議 

全
て
原
案
通
り
可
決
・
同
意

詳しくは議会HPへ

（
第
３
号
）

　
G
I
S
の
構
築
で
は
、
R
７
年
度
は

漏
湯
範
囲
の
デ
ー
タ
化
を
実
施
。
携
帯

で
も
位
置
が
確
認
で
き
る
。

　
今
後
の
公
営
企
業
化
に
向
け
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、Ｒ
７
年
度
は
、
固

定
資
産
台
帳
の
整
備
、
組
織
体
制
、
担
当

職
員
の
研
修
な
ど
、Ｒ
８
年
度
に
会
計
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
条
例
整
備
、Ｒ
９
年
度

か
ら
運
用
を
開
始
予
定
。

　
公
債
費
で
は
、Ｒ
14
年
に
は
こ
の
ま
ま

借
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
起
債
（
借
入
金
）

は
全
額
終
わ
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
今
後
は
加
入
口
数
を
増
や
し
、
ま
た
余

剰
口
数
の
減
少
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

経
営
戦
略
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
る

状
況
が
確
認
で
き
る
予
算
で
あ
る
こ
と
か

ら
賛
成
と
の
討
論
が
あ
っ
た
。

　
未
収
金
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
改
善
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
随
時
、
滞

納
分
の
集
金
な
ど
に
よ
り
収
納
率
を
上
げ

る
よ
う
に
し
て
い
く
。
原
水
及
び
浄
水
費

の
増
は
電
気
代
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
見
直
し
、
個
別
施
設
計
画
の
策
定
業

務
の
ほ
か
、
薬
品
の
多
く
が
値
上
が
り
と

な
っ
て
い
る
た
め
。

　
料
金
改
定
に
よ
り
収
入
は
伸
び
て
い
る

が
、
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
歳
出
も
増

え
て
お
り
、
厳
し
い
会
計
で
あ
る
こ
と
は

理
解
し
て
賛
成
と
の
討
論
が
あ
っ
た
。

水
道
事
業
会
計
予
算

厳
し
い
会
計
状
況
続
く

駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

使
っ
て
も
ら
え
る
駐
車
場
に

G
I
S
の
構
築
で

漏
湯
範
囲
を
デ
ー
タ
化

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

GIS（地理情報システム）とは

地理空間情報を重ね合わせ表示するシステム

　
歳
出
の
委
託
料
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
料
で
、
人
数
に
増

減
は
な
い
が
、
単
価
の
ア
ッ
プ
等
に
よ

る
増
額
。
消
耗
品
費
で
は
駐
車
場
内
の

立
て
看
板
の
更
新
、
修
繕
料
は
表
示
看

板
等
の
駐
車
場
内
の
修
繕
な
ど
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
使
用
料
の
増
に
期
待
し
な
が
ら
、
観

光
面
、
商
業
面
に
寄
与
す
る
駐
車
場
で

あ
り
、
使
っ
て
も
ら
え
る
駐
車
場
と
な

る
よ
う
期
待
す
る
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。 四ツ角駐車場

　
町
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
で
は
、子
の
看
護
休
暇
な
ど
は
、

規
則
の
改
正
に
よ
り
特
別
休
暇
の
対
象

を
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で

の
子
か
ら
９
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
に
拡

大
し
た
。

　
介
護
休
暇
は
、正
規
職
員
は
有
給
扱
い
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
特
別
休
暇
で
は

あ
る
が
無
給
の
休
暇
と
な
る
。

職
員
の
勤
務
条
件
を
改
善

条
例
改
正

従来の業務形態
～個別発注～

維持管理 受託者A 1本で発注
維持管理
＋
改築
＋
計画

受託者W

受託者A
＋

受託者 B
＋

受託者C
契約期間 10 年

改築 受託者 B

計画 受託者C

これからの業務形態
～ウォーター PPP～

地
方
公
共
団
体

地
方
公
共
団
体
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「福祉医療給付制度を国の制度として確立することと、医療費助成に係る
国民健康保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求める陳情」

　国は子ども医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置を廃止したが、その他の医療費
助成については減額調整措置が残されている。減額調整措置は自治体の医療費助成に対してペナル
ティをかけるものであり、制度拡充の壁になっている。よって、以下の事項を求めるもの。
１　福祉医療給付制度（子ども医療費助成、障がい者医療費助成等）を国の制度として確立すること
２　子ども医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置の廃止に留まらず、障がい者等そ
の他の医療費助成に係る同保険の減額調整措置についても、すべて廃止すること

反対討論　制度改正のメリットは理解できるが、国保の財源確保という部分が見えない。町の国保運
営は、根本的な制度改正が望まれるものであり、そこに繋がらないのではないかと考え反対。

賛成討論　国保の財源確保は大事だが、この陳情は、全国一律で同じサービスが受けられるよう根本
的な制度の改正をして欲しいという趣旨の陳情であり、全国知事会・市長会も要望してい
るため賛成。

採択　　　賛成多数で採択　

「高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見書」
　高額療養費制度は、がん患者をはじめとして重篤な疾患の患者にとってまさに命綱であり、自己負担
上限額の引き上げは受診抑制や治療継続の断念等につながるため、引き上げをしないことを求めるもの。
反対討論　財源根拠や代案が示されていないこと、より深い議論がなされていない。
賛成討論　国の方針が迷走しているが、将来的にも平等に高額療養を受けられるようにしてほしい。

陳情の採択を受けて、花岡進議員から意見書案が提出されました。
賛成多数で可決。国および関係省庁に意見書を送付しました。

陳情

意見書

生活文教常任委員会から意見書案が提出され、賛成多数で可決。
国および関係省庁に意見書を送付しました。

意見書

陳情・意見書案の審査結果

3 月 定 例 会  議 案 等 賛 否 一 覧
※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

議
決
等
結
果

樽
川
信
仁

髙
橋
幸
二

林

　吉広

花
岡

　進

竹
元
完
奈

大
橋
和
子

金
井
敬
子

豐
島
健
之

野
沢
弘
子

松
井
節
夫

中
山

　透

青
木
利
子

林

　元夫

国民健康保険税条例の一部改正 可決 ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○
国民健康保険特別会計令和７年度予算 可決 ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○
下水道事業会計令和６年度補正予算 可決 ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○
福祉医療給付制度を国の制度として確立することと、医療費助成に係る
国民健康保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求める陳情 採択 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○

福祉医療給付制度を国の制度として確立することと、医療費助成に係る
国民健康保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求める意見書 可決 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○

高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見書 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○

議員名（議席順）

議案名等
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一
般
質
問

12の視点一般質問12の視点一般質問
　「歩いて・見て・聴いた」こと「議員自身の提言」も交えて、町に考えを質す！
　３月定例会でも、あらゆる町の課題に、議員一人一人の目線で、執行部と真剣な議論を展開。
今後の町の動向にも注目！

皆さんは
どのテーマに
関心が

ありますか？

P13 P12 P12 P11 P11 P10 P10 P9 P9 P8 P8 P7

満
足
度
調
査

ま
ち
づ
く
り

新
年
度
予
算

移
住
促
進

脱
炭
素
社
会

子
育
て
環
境

ジ
ェ
ン
ダ
ー

観
光
戦
略

国
保
の
改
善

発
達
支
援

商
連
の
倒
産

人
口
増
加

下諏訪町議会
議会中継
チャンネル

各議員のQRコードから一般質問の録画映像を見ることができます。
スマートフォン等からアクセスして、ぜひご覧ください。
全質問項目は、下諏訪町ホームページから見ることができます。

Q

　子
ど
も
達
に
と
っ
て
10
年
後
に
住

み
た
い
町
に
す
る
た
め
の
町
の
考
え

は
。

A

　教
育
長

　町
の
自
然
・
歴
史
・
環

境
・
文
化
が
子
ど
も
に
残
る
教
育
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。
町
を
巣
立
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
10
年
後
に
再
び
帰
っ
て
き

た
い
場
所
と
し
て
の
「
ふ
る
さ
と
」
に

し
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
達
に
は
こ
の

時
代
を
強
く
た
く
ま
し
く
、
穏
や
か
に

成
長
し
て
ほ
し
い
。

Q

　住
み
た
い
町
、
住
み
や
す
い
町
の

実
現
に
つ
い
て
町
長
の
思
い
は
。

A

　町
長

　住
民
満
足
度
調
査
で
住
民

の
皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見
を
い
た
だ

き
、
集
計
は
将
来
の
町
施
策
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
。
若
者
が
帰
っ
て
来
た
い
町
、

地
元
を
実
感
で
き
る
町
に
し
て
い
き

た
い
。

通
学
路
へ
の
防
護
柵
設
置

Q

　通
学
路
へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の

設
置
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

A

　建
設
水
道
課
長

　昨
今
の
交
通
事

情
を
受
け
、
通
学
路
へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
設
置
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

道
幅
が
狭
い
等
で
設
置
で
き
な
い
と
こ

ろ
に
は
、
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
や
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
子
ど

も
達
等
の
安
全
意
識
の
向
上
を
、
警
察

や
安
協
等
と
協
力
し
て
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
達
が

住
み
た
い
町
は

若
者
が
帰
っ
て

来
た
い
と
思
え
る
町
に

答弁

10 年後も住み続けたい町に !!

満
足
度
調
査

満
足
度
調
査林　吉広

はやし よしひろ
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一
般
質
問

一
般
質
問

町
長
公
約
フ
ァ

ン
ド
の
構
想
は

元
気
な
声
が

響
く
ま
ち
と
は

県と連携した早期復旧を！

居場所づくりを進める場

豐島 健之
とよしま たけゆき

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算青木 利子

あお き とし こ

Q
　
新
年
度
の
具
体
的
な
政
策
は
。

A

　町
長
　
町
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的

に
関
わ
り
を
深
め
、
一
人
一
人
が
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
。
移
住

定
住
の
促
進
や
多
世
代
交
流
の
場
を
設

置
。
新
年
度
で
は
旧
矢
﨑
商
店
の
実
施

設
計
を
進
め
る
。
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
を
行
う
団
体
へ
の
支
援
も
。

女
性
と
若
者
が
暮
ら
し
や
す
く

Q
　
住
民
の
交
流
や
参
加
・
参
画
を
促

進
し
、
意
見
や
要
望
を
可
視
化
す
る
イ

ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
。

A
　
町
長
　「
お
で
か
け
町
長
室
」
は

女
性
や
若
者
に
限
ら
ず
広
く
行
い
、
町

に
出
か
け
て
聞
く
。
次
期
総
合
計
画
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
の
声

を
聞
く
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

国
道
20
号
バ
イ
パ
ス

Q
　
バ
イ
パ
ス
通
過
で
１
区
の
内
久
根

墓
地
付
近
へ
の
影
響
は
。

A
　
建
設
水
道
課
長
　
墓
地
へ
の
影
響

は
「
相
当
数
」
あ
る
。

Q
　
バ
イ
パ
ス
完
成
後
の
ホ
シ
ス
メ
バ

に
道
の
駅
構
想
が
あ
っ
た
が
。

A
　
町
長
　
用
地
購
入
後
に「
道
の
駅
」

構
想
も
あ
っ
た
。
社
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
中
で
住
民
と
一
緒
に
活
用
の

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り

答弁

Q
　
一
定
の
歳
出
に
対
し
て
歳
出
額
以

上
の
付
加
価
値
を
つ
け
る
「
投
資
的
な

要
素
」
を
有
す
る
フ
ァ
ン
ド
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
展
開
で
き
な
い
か
。

A

　町
長
　
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
の

構
想
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
描

く
将
来
図
を
、
絵
に
描
い
た
餅
に
し
た

く
な
い
と
い
う
想
い
が
出
発
点
。
そ
の

将
来
図
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
計
画

が
、
個
人
の
域
を
超
え
た
も
っ
と
大
き

な
事
業
に
な
る
場
合
は
、「
投
資
的
な

資
金
」
も
必
要
か
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
が
当
町
に
合
っ
て
い
る
か
、

有
用
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
、
研
究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

盛
土
斜
面
関
連
の
法
改
正

Q
　
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制

法
（
盛
土
規
制
法
）
施
行
の
意
義
は
。

A
　
建
設
水
道
課
長
　
従
来
、
本
法
の

規
制
対
象
は
宅
地
造
成
の
み
で
あ
っ
た

が
、
施
行
後
は
土
地
の
用
途
に
関
わ
ら

ず
、
全
国
一
律
の
基
準
で
包
括
的
な
規

制
が
可
能
と
な
る
。

Q
　
向
陽
高
校
の
り
面
崩
落
事
故
復
旧

工
事
へ
の
影
響
は
。

A
　
建
設
水
道
課
長
　
公
共
施
設
用
地

に
お
け
る
工
事
は
本
法
規
制
対
象
外
と

な
る
の
で
、
復
旧
工
事
は
予
定
通
り
今

年
８
月
の
着
工
を
目
標
と
し
て
い
る
。

住
民
発
の
事
業

実
現
ツ
ー
ル
の
一
つ
に

答弁お
試
し
移
住
制

度
の
再
開
は

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

Ｒ
７
の
施
策
は

年に１度の移住イベント
（ふるさと回帰フェア）

向陽高校通学路の早期復旧を望む

髙橋 幸二
たかはし こう じ

移
住
促
進

移
住
促
進

脱
炭
素
社
会

脱
炭
素
社
会松井 節夫

まつ い せつ お

Q
　
デ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
で
Ｃ
Ｏ
²

削
減
に
な
る
の
か
。

A

　住
民
環
境
課
長
　
自
転
車
、
徒
歩

で
の
移
動
で
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
付
与
。

経
済
効
果
や
意
識
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

Q
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
大
策
は
。

A

　住
民
環
境
課
長
　
屋
根
上
の
太
陽

光
発
電
を
南
小
、町
庁
舎
に
設
置
済
み
。

公
民
館
や
住
宅
等
へ
の
補
助
が
あ
る
。

盛
土
の
崩
落
対
策

Q
　
向
陽
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
崩
落
で
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
る
通
学
路
を
先
行

開
通
で
き
な
い
か
。

A
　
建
設
水
道
課
長
　
土
砂
撤
去
し
て

も
危
険
。
８
月
の
復
旧
工
事
を
待
つ
。

Q
　
下
屋
敷
１
４
２
号
線
崩
落
防
止

ネ
ッ
ト
破
損
箇
所
の
改
修
の
進
捗
は
。

A
　
建
設
水
道
課
長
　
昨
年
９
月
の
市

町
村
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
県
に
要
請
。

不
登
校
の
子
ど
も
の
対
応

Q
　
不
登
校
の
子
ど
も
の
状
況
は
。

A
　
教
育
長
　
小
学
校
各
学
年
に
１

名
、
中
学
校
学
級
に
平
均
２
名
。

Q
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
状
況
は
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
諏
訪
圏
域
に

13
事
業
所
。
下
諏
訪
町
に
は
な
い
。

Q
　
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支
援
は
。

A
　
教
育
長
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
ず
、

チ
ー
ム
学
校
で
。リ
モ
ー
ト
で
も
相
談
。

プ
ラ
分
別
と

デ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム（※
）

答弁

Q
　
移
住
促
進
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
は
。

A

　町
長
　
人
口
減
・
高
齢
化
対
策
も

兼
ね
て
展
開
。
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

は
定
め
て
い
な
い
。
歴
史
的
風
土
か
ら

町
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
方
に
住
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

Q
　
移
住
定
住
施
策
以
外
の
町
の
活
性

化
対
策
と
し
て
重
点
的
に
進
め
る
施
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A

　町
長
　
国
全
体
で
人
口
減
少
に
あ

り
下
諏
訪
町
の
人
口
増
は
難
し
い
。
少

子
化
対
策
は
喫
緊
の
最
重
要
課
題
。

ホ
シ
ス
メ
バ
の
現
状
と
課
題
は

Q
　
ホ
シ
ス
メ
バ
の
現
状
は
。

A
　
産
業
振
興
課
長
　
現
在
３
名
が
入

居
。
町
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

天
文
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
、
町
に
寄
与

し
た
い
と
思
っ
て
行
動
し
て
い
る
。

Q
　
今
後
の
利
用
促
進
等
の
考
え
は
。

A
　
町
長
　
専
門
知
識
を
持
っ
た
素
晴

ら
し
い
方
々
が
入
居
し
て
く
れ
て
い

る
。地
域
住
民
と
の
交
流
等
工
夫
す
る
。

災
害
時
の
支
援
体
制
は

Q
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
の
候
補
地
は
。

A
　
総
務
課
長
　
災
害
時
は
人
命
第
１

で
活
動
し
て
い
く
。
災
害
・
被
災
状
況

に
応
じ
て
、
町
と
社
協
で
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
で
中
止

再
開
は
慎
重
に
検
討

答弁

※

デ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
住
民
や
旅
行
者
に

デ
コ
活
を
体
験
し
て
も
ら
う
諏
訪
市
発

祥
の
事
業
者
参
加
型
の
観
光
形
態
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

要
求
に
沿
う

環
境
づ
く
り
を

女
性
支
援
基
本

計
画
策
定
は

県教育委員会ホームページより

全庁的なジェンダー主流化を！

金井 敬子
かな い たけ こ

子
育
て
環
境

子
育
て
環
境

ジ
ェ
ン
ダ
ー

ジ
ェ
ン
ダ
ー竹元 完奈

たけもと かん な

Q
　
Ｒ
６
年
度
に
施
行
さ
れ
た
女
性
支

援
新
法
に
お
い
て
、
公
的
な
女
性
支
援

の
目
的
が
、
売
春
防
止
か
ら
女
性
福
祉

向
上
へ
と
大
き
な
転
換
と
な
っ
た
。
当

町
に
お
け
る
女
性
支
援
の
現
状
は
。

A

　総
務
課
長
　
県
の
相
談
機
関
な
ど

と
連
携
を
し
て
対
応
。
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
で
も
D
V
被
害
や
困
窮
世
帯
に

対
し
相
談
機
関
と
連
携
支
援
す
る
。

Q
　
町
女
性
支
援
基
本
計
画
策
定
は
。

A

　総
務
課
長
　
町
独
自
の
計
画
策
定

予
定
は
な
い
が
、
第
７
次
男
女
共
同
参

画
計
画
の
中
に
位
置
付
け
る
な
ど
研
究

し
て
い
く
。

Q
　
第
８
次
総
合
計
画
策
定
に
際
し

て
、
全
庁
を
挙
げ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流

化
に
対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

A

　町
長
　
第
８
次
町
総
合
計
画
の
中

で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
視
点
で
町

施
策
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
。

女
性
や
若
者
が
集
い
元
気
な
声
が
響
く

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
資
す
る
。

住
民
に
寄
り
添
っ
た
情
報
発
信

Q
　
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
は
。

A
　
総
務
課
長
　
ス
マ
ホ
の
普
及
に
伴

い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
多
く
活
用
さ
れ
て
い
る

が
、
運
用
面
、
コ
ス
ト
に
課
題
が
あ
り

検
討
す
る
。
現
時
点
で
は
「
し
も
す
わ

イ
ン
フ
ォ
」
を
中
心
に
行
う
。

男
女
共
同
参
画

計
画
で
研
究
し
て
い
く

答弁

Q
　
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
未
使
用
の

お
む
つ
を
回
収
し
活
用
す
る
「
お
む
つ

バ
ン
ク
（
仮
称
）」
の
実
施
を
。

A

　教
育
こ
ど
も
課
長
　「
ぽ
け
っ
と
」

で
、
お
む
つ
や
ベ
ビ
ー
用
品
等
の
提
供

が
あ
り
、仲
介
し
て
い
る
。
拡
充
に
は
、

柔
軟
に
対
応
す
る
。

Q
　
来
年
度
の
保
育
園
・
学
童
は
、
保

護
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
か
。

A

　教
育
こ
ど
も
課
長
　
保
育
園
は
、

第
一
希
望
の
「
空
き
待
ち
」
が
数
名
い

る
が
、
未
満
児
を
含
め
全
員
受
け
入
れ

可
能
。
た
だ
し
、
育
休
退
園
廃
止
は
、

現
時
点
で
は
確
約
不
可
。
学
童
も
、
希

望
者
全
員
の
受
け
入
れ
可
能
。

地
域
も
共
に
学
校
づ
く
り

Q
　
長
野
県
が
導
入
す
る
「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
実
践
校
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ー
Ｔ
Ｏ

Ｎ（
ト
コ
ト
ン
）」は
、児
童
生
徒
、先
生
、

保
護
者
、
地
域
住
民
の
協
力
に
よ
る
学

校
づ
く
り
を
う
た
う
。
問
題
点
の
指
摘

も
あ
る
が
、
町
の
受
け
止
め
は
。

A
　
教
育
長
　
実
践
校
に
選
ば
れ
る
と

教
員
が
加
配
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
魅
力

的
で
、
当
町
で
も
手
を
挙
げ
た
。
選
考

か
ら
は
漏
れ
た
が
「
や
る
気
」
が
評
価

さ
れ
、
常
駐
で
は
な
い
が
伴
走
型
支
援

が
受
け
ら
れ
る
予
定
。
今
後
、更
に「
探

究
的
学
び
」
の
実
践
を
進
め
た
い
。

柔
軟
な
対
応
と

課
題
の
抽
出
で

答弁定
住
自
立
圏

構
想
実
現
を

国
保
税
引
き
上

げ
の
影
響
は

外国人観光客の来町も増えてきた

安心の医療への施策を

大橋 和子
おおはし かず こ

観
光
戦
略

観
光
戦
略

国
保
の
改
善

国
保
の
改
善花岡　進

はなおか すすむ

Q
　
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
を
中

止
し
引
き
下
げ
る
考
え
は
。

A

　住
民
環
境
課
長
　
赤
字
補
填
と
し

て
の
繰
入
は
で
き
な
い
。

Q
　
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
を
18
歳
ま

で
拡
充
す
る
考
え
は
。

A

　町
長
　
町
独
自
策
は
他
市
町
村
と

の
均
衡
及
び
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら

で
き
な
い
。

安
心
の
医
療
へ
の
施
策
は

Q
　
高
額
療
養
費
限
度
額
引
き
上
げ
中

止
を
国
に
求
め
る
考
え
は
。

A
　
町
長
　
国
会
で
審
議
中
で
あ
り
首

長
が
見
解
を
述
べ
る
立
場
で
は
な
い
。

Q
　
引
き
上
げ
に
よ
る
受
診
控
え
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
町
独
自
に
支
援
す
る
考

え
は
。

A
　
住
民
環
境
課
長
　
相
談
体
制
は
強

化
し
て
い
く
が
、
町
独
自
の
支
援
策
は

県
統
一
化
推
進
の
た
め
困
難
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
は

Q
　
政
府
共
通
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
料
は
過
大
に
な
ら
な
い
か
。

A
　
総
務
課
長
　
当
初
の
想
定
よ
り
費

用
は
抑
え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。

Ｒ
８
年
度
以
降
、
構
築
費
の
持
ち
出
し

や
経
常
経
費
は
増
加
の
見
込
み
。

県
統
一
の
た
め

値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い

答弁

Q
　
体
験
型
観
光
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A

　産
業
振
興
課
長
　
星
ケ
塔
、
中
山

道
や
し
も
す
わ
今
昔
館
お
い
で
や
を
進

化
さ
せ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

Q
　
文
化
や
散
策
等
に
役
立
つ
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
、
英
語
の
文
章
を
入
れ
た
案
内

を
作
っ
て
ほ
し
い
。
食
の
点
で
原
材
料

に
つ
い
て
も
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
で
説
明
す

る
こ
と
も
重
要
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
ど

の
よ
う
に
推
進
す
る
か
。

A
　
町
長
　
言
葉
の
上
で
対
応
が
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
国
際
観
光
推
進

協
議
会
の
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
。
観

光
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
町
を

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

Q
　
町
は
長
野
県
の
定
住
自
立
圏
構
想

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

A
　
総
務
課
長
　
人
口
の
定
住
化
を
図

る
上
で
の
一
つ
の
方
法
。
富
士
見
町
と

原
村
が
北
杜
市
と
自
立
圏
を
形
成
。

Q
　
町
の
方
向
性
は
。

A

　町
長
　
自
立
圏
の
枠
組
み
や
中
心

市
選
定
等
課
題
が
あ
る
。
諏
訪
広
域
連

合
の
協
議
の
場
で
意
見
交
換
し
た
い
。

Q
　
片
倉
館
、
シ
ル
ク
フ
ァ
ク
ト
お
か

や
、
旧
矢
﨑
商
店
に
よ
る
２
市
１
町
の

連
携
は
で
き
な
い
か
。

A

　産
業
振
興
課
長
　
歴
史
文
化
に
触

れ
て
、
改
修
後
の
ト
ラ
イ
ア
ル
イ
ベ
ン

ト
に
よ
り
、
今
後
検
討
を
進
め
る
。

広
域
で
意
見
交
換
を

し
て
い
る

答弁
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一
般
質
問

一
般
質
問

子
ど
も
と
保
護

者
の
相
談
場
所

早
い
段
階
で
の

テ
コ
入
れ
は

改修工事中の
下諏訪総合文化センター

使えなくなった
しもすわ商連カード

発
達
支
援

発
達
支
援

商
連
の
倒
産

商
連
の
倒
産

Q
　
下
諏
訪
商
連
の
売
上
や
資
産
は
。

町
か
ら
の
補
助
は
。
運
営
状
況
の
把

握
は
。

A

　産
業
振
興
課
長
　
Ｒ
５
年
売
上
７

１
０
万
円
、資
産
２
８
０
万
円
に
減
少
。

補
助
金
は
カ
ー
ド
作
成
時
に
６
０
０
万

円
、
最
近
は
45
万
円
。
赤
字
補
填
が
出

来
な
い
状
況
は
把
握
。

Q
　
今
回
の
倒
産
に
よ
る
、
町
と
し
て

の
町
民
を
守
る
視
点
で
の
問
題
は
な

か
っ
た
か
。
も
っ
と
早
い
段
階
で
の
テ

コ
入
れ
は
で
き
な
か
っ
た
か
。

A
　
町
長
　
商
連
の
方
向
性
が
定
ま
ら

な
か
っ
た
。
町
全
体
の
活
性
化
な
ど
を

試
み
た
が
、
想
定
以
上
に
悪
化
し
、
町

民
に
心
配
を
か
け
る
事
態
に
な
り
反
省

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
動
向
を
分
析

す
る
な
ど
し
て
、商
業
支
援
し
て
い
く
。

危
機
管
理
室
の
独
立
を

Q
　
体
制
的
強
化
や
地
区
防
災
推
進
の

た
め
に
、
町
と
常
時
、
地
区
と
連
携
す

る
独
立
し
た
危
機
管
理
室
の
設
置
を
。

A
　
町
長
　
独
立
組
織
設
置
に
は
相
当

な
職
員
配
置
が
必
要
。
現
在
防
災
地
区

担
当
職
員
を
配
置
し
て
い
る
の
で
地
区

と
の
情
報
共
有
の
強
化
を
図
り
、
災
害

時
に
備
え
る
。

方
向
性
が
定
ま
ら
ず

心
配
か
け
た

答弁

Q
　
当
町
の
乳
幼
児
期
か
ら
成
年
期
ま

で
の
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
は
。

A

　教
育
こ
ど
も
課
長
　
せ
せ
ら
ぎ
園

で
未
就
園
児
親
子
の
相
談
支
援
。
の
び

の
び
く
ら
ぶ
で
就
学
前
の
発
達
支
援
。

児
童
発
達
支
援
事
業
所
は
、
信
濃
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

で
相
談
を
受
付
け
て
い
る
。

Q
　
通
級
指
導
教
室
と
、
幼
児
期
か
ら

の
支
援
の
取
り
組
み
は
。

A

　教
育
長
　
４
小
中
学
校
に
、
こ
と

ば
の
教
室
、Ｌ
Ｄ
等
通
級
指
導
教
室
の

２
つ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
幼
児
期
に

は
認
知
機
能
強
化
等
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で

学
習
、
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
集

中
力
が
つ
い
た
と
い
う
評
価
も
。

避
難
所
の
熱
中
症
対
策

Q
　
避
難
所
の
小
中
学
校
の
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
設
置
と
断
熱
化
工
事
を
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
研
究
す
る
。

洋
式
便
器
へ
の
改
修
は

Q
　
下
中
一
年
女
子
ト
イ
レ
の
洋
式
便

器
は
１
基
の
み
だ
が
、
改
修
状
況
は
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
R
7
年
度
は

洋
式
便
器
が
３
基
増
で
４
基
と
な
る

予
定
。

Q
　
文
化
セ
ン
タ
ー
の
便
器
改
修
は
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
今
回
の
改
修

で
す
べ
て
の
便
器
を
洋
式
化
す
る
。

今
年
度
設
置
の

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

答弁町
の
人
口
減

対
策
は

中山　透
なかやま とおる

人
口
増
加

人
口
増
加

Q
　
人
口
増
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A

　総
務
課
長
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
、
時
代
に
即
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
住
民
と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
下
諏
訪
モ

デ
ル
の
構
築
は
。

A

　町
長
　
移
住
定
住
促
進
、
暮
ら
し

や
す
い
環
境
の
構
築
を
目
指
す
。

犯
罪
抑
止
の
各
種
施
策

Q
　
再
犯
防
止
計
画
の
策
定
は
。

A
　
住
民
環
境
課
長
　
福
祉
計
画
と
関

係
す
る
団
体
が
重
複
す
る
た
め
、
一
緒

に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

Q
　
再
犯
防
止
計
画
の
町
の
考
え
方
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
。

A
　
住
民
環
境
課
長
　
策
定
ま
で
に
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
６
回
程
度
協

議
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、

Ｒ
７
年
度
中
の
作
成
を
目
指
す
。

A
　
町
長
　
新
た
な
被
害
者
が
出
な
い

安
全
・
安
心
な
社
会
の
実
現
を
図
る
。

Q
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
対
す
る
課

題
は
。

A
　
町
長
　
コ
ス
ト
面
な
ど
総
合
的
に

判
断
。
防
犯
効
果
は
十
分
に
あ
る
の

で
、
設
置
場
所
、
撮
影
範
囲
や
情
報
の

扱
い
な
ど
の
諸
課
題
を
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。 可

能
な
限
り

減
少
を
緩
や
か
に

答弁

野沢 弘子
の ざわ ひろ こ

林　元夫
はやし もと お

防犯カメラの設置により犯罪抑止を

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
よ
り

Q
　
興
味
関
心
を
も
っ
た
記
事
は
？

A

　あ
の
人
こ
の
人
に
聞
い
て
み
た（
8
名
）

　
　
一
般
質
問
（
7
名
）

　
　
こ
の
町
に
住
ん
で
思
う
こ
と（
5
名
）

広
報
よ
り
：
町
で
活
躍
す
る
人
な
ど
が
、

何
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
か
に
関

心
が
あ
る
よ
う
で
す
。
企
画
は
良
か
っ

た
反
面
、「
詰
め
込
み
す
ぎ
て
表
面
的
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
」と
い
う
ご
指
摘
も
。

Q
　
読
み
づ
ら
か
っ
た
記
事
は
？

A

　議
会
と
各
種
団
体
と
の
懇
談
会（
4
名
）

　
　
議
案
等
審
査
報
告
（
2
名
）

　
　
一
般
質
問
（
2
名
）

広
報
よ
り
：「
一
般
的
に
は
聞
き
慣
れ
な

い
言
葉
が
多
く
戸
惑
っ
た
」、「
専
門
的

す
ぎ
て
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
」
と
い
う

意
見
で
す
。
今
後
は
も
っ
と
分
か
り
や

す
い
言
葉
を
用
い
て
、
読
み
や
す
い
文

章
作
り
を
心
掛
け
ま
す
。

　
ま
た
「
伝
え
た
い
こ
と
が
何
な
の
か

分
か
り
に
く
い
、
た
だ
会
議
を
し
た
と

い
う
事
実
を
伝
え
た
い
の
か
」
と
い
う

ご
意
見
。
議
会
は
、
住
民
の
皆
様
か
ら

の
信
頼
を
得
る
た
め
に
も
、
公
開
の
場

と
な
る
「
懇
談
会
」
を
広
く
設
け
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。「
懇
談
内
容
の
今
後

が
重
要
」
と
い
う
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
、
説

明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

Q
　
今
後
取
り
上
げ
て
欲
し
い
内
容

A

　水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
問
題

　
　
空
き
家
の
活
用
・
子
ど
も
食
堂

　
　
学
生
向
け
の
企
画
・
子
ど
も
の
声

　
　
中
山
道
の
ご
み
問
題

　
　
一
般
質
問
の
そ
の
後
・
結
果

広
報
よ
り
：
色
々
な
ご
提
案
、
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
諸
問
題
の
改
善
に

向
け
て
努
め
ま
す
。

本
誌
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
13
名
の
方
に
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
感
想
や
ご
意

見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
Ｒ
６
年
12
月
号
（
46
号
）
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
以

下
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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下諏訪町議会懇談会
　
２
月
14
日
、
下
諏
訪
町
議
会

懇
談
会
が
開
か
れ
、
初
め
て
町

民
と
議
員
が
１
対
１
で
話
し
合
う

形
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

町
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
に
移
住
し
て
６
年
に
な
る
40

代
の
ご
夫
婦
は
、
下
諏
訪
が
好

き
で
移
住
し
た
が
、
子
育
て
を
し

て
い
て
思
う
こ
と
は
、「
兄
弟
が

別
々
の
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
こ

と
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
」「
親
の

大
変
さ
を
考
え
て
、
も
っ
と
柔
軟

な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
」
と
願
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
50
代
〜
60
代
の
女
性

は
、
お
子
さ
ん
２
人
と
暮
ら
し
て

お
り
、
子
ど
も
食
堂
を
初
め
て
利

用
し
て「
と
て
も
感
激
し
た
」「
子

下諏訪町議会懇談会

ど
も
や
親
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
広

場
の
よ
う
な
場
所
が
も
っ
と
増
え

た
ら
い
い
」「
地
域
に
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
が
ほ
し
い
」
と
話
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
、「
物
価
が
上
が
り
、

子
育
て
に
も
お
金
が
か
か
る
の

で
、支
援
を
強
め
て
ほ
し
い
」「
買

い
物
が
不
便
な
の
で
、
大
き
な
お

店
が
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
や
、

「
春
宮
前
の
道
が
狭
く
、
人
が
多

い
の
で
危
な
い
」
と
い
っ
た
交
通

に
関
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
１
対
１
で
お
話
し
す
る
こ
と

で
、
皆
様
か
ら
生
の
声
を
聴
く
こ

と
が
出
来
、
今
後
の
活
動
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子育てふれあいセンター
ぽけっと視察

子育てふれあいセンター
ぽけっと視察

　
２
月
10
日
、
子
育
て
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
ぽ
け
っ
と
に
視
察

へ
伺
い
ま
し
た
。
職
員
や
実
際

に
利
用
し
て
い
る
子
育
て
世
代

の
方
々
と
の
懇
談
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
利
用
者
か
ら
は
、「
母
親
同

士
の
繋
が
り
や
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
ぽ
け
っ
と
が
役
立
っ

て
い
る
」「
ベ
テ
ラ
ン
指
導
員

が
い
て
安
心
で
き
、
子
ど
も
が

走
り
回
れ
る
遊
具
や
同
年
代
の

子
ど
も
と
の
交
流
も
好
評
で
あ

る
」「
駐
車
場
が
狭
い
こ
と
」「
利

用
時
間
が
短
い
こ
と
」
な
ど
施

設
に
つ
い
て
の
他
、「
不
妊
治

療
助
成
は
助
か
っ
た
」「
育
休

退
園
制
度
の
見
直
し
を
求
め

る
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
世
代
の
方
々
と
、

日
々
支
援
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
職
員
の
方
々
の

声
を
元
に
、
議
会
と
し
て
町
政

課
題
の
解
決
に
向
け
て
邁
進
し

て
参
り
ま
す
。
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下諏訪向陽高校との懇談会下諏訪向陽高校との懇談会

　2月 27日に下諏訪向陽高校生徒会と議会との懇談会を開催しました。
4つのグループに分かれ議員からの質問を投げかけ、向陽高校生とディスカッションしました。 
高校生の若者達の意見を議会として受け止め、未来のまちづくりに反映させていきます。

１ 町の理想像
　イオン閉店で買い物ができる所がない。
　レイクウォークなどに行く。下諏訪も娯楽や買い
物ができるようになったらいい。

２ どんなことができる場所が欲しいか。
　学校帰りに友達同士で勉強できる場所が欲しい。
イオンにフードコート、ゲームセンター、洋服店な
ど。チャレステしもすわは近寄りがたい。学校帰り
のバス、部活後の夜の便を増やしてほしい。

３ 下諏訪町の好きなところ
　子どもも大人も楽しめるイベントをよくやってい
る。ヨルクレバはすごく楽しかった。

グループ 1
生徒6人　議員：林（吉）・花岡・金井

１ 温泉の活用
　高浜のゆたん歩 ぱ安くてきれい雰囲気がいい、
また行きたい。食祭館の足湯も気持ちいい。サウナ
ブームなので、下諏訪も作ればいい。

２ 町の活性化
　駅の 2 階に交流する場を設けて。学校帰りにお腹
がすく。朝のバスの便数が少ない。夏詣の時に、空
き家を使ったお化け屋敷イベントをしたら面白い。
産業まつり、向陽高校ブース設けたら力になる。

3 町へ要望
　参考書や文房具を買う場所がない。駅近くに勉強
のできる場所を。駅の自転車置き場、きちんと置け
るスペースを。昨年の土砂崩れの復旧工事を早期に。

グループ 2
生徒6人　議員：野沢・青木・林（元）

1 町に対して望むこと
　自転車置き場を整備、明るく、使いやすくして欲
しい。サッカー練習場やスケボーなどのスポーツ場
整備を。通学路の照明は用水路などで転ぶ人もいる
ので、等間隔で大きい照明が欲しい。

2 大人になってもこの町に住みたいと思うには
　大型商業施設、アミューズメントパーク、保育園、
子供連れに安全な公園の完備、若い人が楽しめる、
高齢者が楽しめるものが共有される場所があれば、
年をとっても下諏訪に居られる。

3 居場所の必要性は
　電車の待ち時間を使いたいので駅近くで勉強でき
るスペースが欲しい。

グループ 3
生徒7人　議員：大橋・松井・中山

１ 他校との交流を持ちたいという希望について
　諏訪圏域の高校同士の交流。中学生と高校生の交
流があるといい。向陽祭で中学時代の友達と交流会
や、探求授業の意見交換などもしたい。

２ 高校生の居場所の必要性は
　下諏訪には居場所がない。電車待ちの間、勉強で
きる場がほしい。駄菓子屋などがあれば、勉強の合
間にリフレッシュできる。

３ 今の日本社会や、自分の将来をどう感じるか
　将来ＡＩが発展して、自分たちの仕事が奪われる
のではないか不安。日本だけの社会を見ると暗いか
もしれないけど、広い視野を持って前向きに考え社
会に出たい。

グループ 4
生徒6人　議員：樽川・竹元・豐島
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この町に住んで思うこと

　任期2年の役職が終わりを迎えました。祝辞と開会の挨拶の多さに思わず
びっくりしたのが始まりでした。内容を考え、手短に伝えることはなん
と、難しいことか。改めて話すことの怖さを感じました。逆に、聞く側に
回れば、上手いことを話す人には、心からの敬意とともに感動をいたしま
した。街づくりの手法を多く学びました。この先２年が行動の機会と捉え
ております。精一杯、働きたいと思います。　　　　　　議長　樽川信仁

　この 2 年間、「議会だより」を多くの方に見
ていただけるよう、分かりやすく、見やすくす
ることを大切にしながら取り組んできました。
委員会で何度も話し合いを重ね、試行錯誤しな
がら進めてきた日々はとても貴重な経験でし
た。次回からは新しい委員の皆さんが引き継ぎ
ますが、これからも変わらぬご支援をよろしく
お願いいたします。ご愛読いただいた皆様に心
より感謝申し上げます。（髙橋）
広報特別委員会
　委 員 長　林　元夫　　副委員長　竹元完奈
　委　　員　髙橋幸二　　委　　員　大橋和子
　委　　員　豐島健之　　委　　員　野沢弘子

～議長のつぶやき～

編 集 後 記

ヘアーサロン Pothos
左から 丸山霞（本人）、
西澤瞳（姉）、西澤芽生（姪）、
丸山美喜子（母）
丸山さん親子は七区在住
西澤さん親子は三区在住

「出店者を温かく迎え入れてくれる町」

SNSはこちらからご覧くださいSNSはこちらからご覧ください

FacebookInstagram

次回6月定例会スケジュール
6月3日(火)～（予定）

次回6月定例会スケジュール
6月3日(火)～（予定）

ぜひ傍聴にお越しください。
詳細は議会HPをご覧ください。

　上諏訪で９年ほど美容師をやっていましたが、この度岡谷で美容室を
経営していた母・姉と一緒に三人で新しく美容室をオープンしました。美
容師になるに当たって母からは「何年かは外で腕を磨くように」と言われ
ていましたが、元々地元志向が強かったのと、将来的には親を支えてい
こうと思っていましたので、地元での就職を選びました。都会に就職した
先輩や同級生達の色んな話を聞くにつれ、自分は先生から色々任さ
れ、割と自由に仕事が出来た分、早く成長できて良かったと思います。
　下諏訪での出店は「一からのスタート」になりますが、やはり家族一
緒に働きたかったのと、下諏訪にはオープンな雰囲気があるし諏訪大社
が好きなので、良い所に出店できて喜んでいます。
　町議会･･･（笑）、すみません、これまでは殆ど関心ありませんでし
た。特段希望があるわけではありませんが、基本景気の良い時代を知ら
ない世代なので、地域全体が豊かで安心して仕事を続けられるようなま
ちづくりを目指してほしいと思います。　   （インタビュアー　豐島）

ポトス


